
 

 

 

６月１日から小中学校が再開しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年(令和２年)７月 1 日 

５月最後の週の各学級１日ずつの分

散登校を経て、６月、ようやく学校が再

開しました。 

第１週は午前授業、第２週は５時間

授業、そして第３週から通常授業と段

階的なスタートです。 

登校時には、『検温チェックカード』

で体調を確認し、校舎に入る前に手指

をアルコール消毒するといった様々な

感染症防止対策を行い、新しい『坂中生

活スタイル』を確立していこうと頑張

っています。

 

６月１日(月)から学校が再開され２１０名の児童

全員が笑顔で登校しました。 

感染症対策として、朝の検温チェックやアルコー

ル消毒を行っています。その他にも、マスクの着用

や、石けんを使った丁寧な手洗い、机などの間隔を開

けての学習、トイレや手洗い時のソーシャルディス

タンスの確保といった新しい生活様式を行っていま

す。児童下校後には職員による消毒も行っています。

こういった対策をしっかり実行し、みんなで安心し

て楽しく学習できることを継続していきます。 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

  

辞典などの解説によると庚申信仰の始まりは古く平安時代には貴族等の中

で流行したとあります。貴族の中では死を恐れ阿弥陀信仰が流行していたころ

ですので、三尸虫に告げ口され寿命が縮まっては大変だったのでしょう。です

が、かなり遊興的な内容で、歌会、音曲、酒宴などで夜を明かしたようです。

鎌倉、室町時代には武士階級の中へと広がりを見せますが、その頃には仏教、

神道、修験道などの要素が入り交じり複雑な内容のものになるようです。庶民

の中へも広がり、江戸時代には日本全国津々浦々に沢山の庚申塔が立てられて

いくことになります。 

坂下地区の庚申塔も江戸時代中頃からのものがほとんどです。最も古いのは

大野屋墓地内の「奉供養庚申」で〈延宝八(1680)申歳９月吉日 一右エ門他〉

の銘があります。前述「版木」の６０年前の庚申年に建立された庚申塔です。 

 拝見した庚申講の掛け軸は再装丁されていますが、江戸時代から続く講の中

心となってきた掛け軸のようです。大変立派なものです。上から「日月」「青面

金剛」「二童子」「四夜叉」「雌雄鶏」「三猿」が描かれています。 

辞典などでは「月」は〈月待、二十三夜、月の出を待ち供え物し念仏を唱え

たりして祭事を行う〉、「日」は〈日待、日の出を待ち日に拝礼する〉等の祭事

で、まとめて〈庚申待〉となるようです。「二童子」は「青面金剛」の世話係の

役割を担うとあります。青・赤・黒・肌色の「四夜叉」の青は〈諸行無常〉赤

は〈是生滅法〉などとあります。「鶏」は時を告げ、見ざる、聞かざる、言わざ

るの「三猿」は三尸虫になぞらえ告げ口をさせない願いでしょうか。また、「申」

から「猿」へとうつり〈猿田彦大神（導きの神、道祖神、塞神）〉が登場したり

もします。この場合は〈道案内、厄災の侵入防止、子孫繁栄など〉を願ってい

ます。「庚申」から「荒神(こうじん)」(祟り神、心を込めて祭れば霊験あらた

か)を連想し〈竈の神、人・家・地域・牛馬の守護神〉ともなるようです。 

 
 

 
 

 

 

坂下公民館図書室では、現

在、新型コロナウィルス感染

症拡散防止対策をとりなが

ら、通常の貸出を行っていま

す。来館時にはマスク着用、

手指の消毒、短時間でのご利

用をお願いしています。 

職員おすすめの本の展示、

福袋のような中身が見えない

テーマ別「本のお楽しみパッ

ク」など、ワクワクする企画展示もありますので、ぜひご

利用ください！ 

 

 

 

６月１日（月）、矢渕

交差点と坂下総合体育

館前で、青少年健全育

成推進市民会議坂下支

部のあいさつ運動が行

われました。 

これは青少年の健全

な育成を図るため「人

と人」「地域と人」と

のつながりの大切さ

の基本であるあいさ

つを推進するために

毎年６月と10月に行

われています。青少

年健全育成推進市民

会議の代表者や各学

校の先生が横断歩道

などに立ち、登校途中の小中学校や高校生に向かってあ

いさつをしました。小中学生や高校生も「おはようござ

います」と大きな声で返していました。 

 

 

新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、例年行わ

れている「夏休み親子わくわく体験くらぶ」「夏休みやさ

か子ども祭り」「ふれあい講座やさか茶道教室」を中止と

することとしました。 

＜青面金剛像と庚申信仰４＞ 

↑ 庚申講の掛け軸 

郷土文化財保存会員 

早川
はやかわ

 英雄
ひ で お

 

公 民 館 だ よ り 

公民館図書室へどうぞ！ 

公民館からのお知らせです 



 

 

 
 
 

 

坂下地区で５月上旬からクマの目撃情報が３件寄せられ

ています。山でのレジャーやキャンプ、釣り、山間地域での

農林作業等を行う際は以下のことに注意して被害にあわな

いようにしましょう。 

 

【クマに遭遇しないために】 

〇自分の存在をアピール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇誘い込まない 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クマに遭遇したら】 

〇身を守る 

 

 

 

 

◆子どもビ－チボ－ル大会中止のお知らせ 

７月19日(日)開催予定しておりました子どもビ－チボ－

ル大会は「新型コロナウイルス感染症拡散」を考慮し中止と

します。 

◆ソフトバレ－ボ－ル大会（男子の部）開催のお知らせ 

８月18日(火)、19日(水)予定通り開催しますが、６月に行

う予定でした（女子の部）が中止となった為、内容を変更し

開催します。詳細につきましては、後日回覧板等でお知らせ

します。 

 

 

 

６月５日(金)に新田交差点の花壇に、サルビア、メラ

ンポジウム、ニチニチソウなどの花を植えました。 

どの花も夏に満開となり、秋ごろまで、咲き続ける花

です。 

仕事や、買い物に向かうドライバーの方たちの心が癒

されるくらい、きれいに咲いてくれるとうれしいです。 

 

 

 

タバコの吸い殻や、空き缶のポイ捨てが多いという意見

が坂下総合事務所に寄せられています。ごみのポイ捨ては

法律違反であり、様々な法律

により禁止され、罰せられる

行為です。 

景観を損ねるだけでなく、

地球環境を悪化させ、時には

火災や交通事故の原因となる

可能性があります。 

ごみのポイ捨てをなくし、

快適に過ごせる住みよいまち

づくりに、皆様のご協力をお

願いいたします。 

 

 

19日 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」 中津川市青少年健全育成推進市民会議 
・ や ってよいこと  わるいこと 

・山に行って車を降りる際にクラクションを鳴らす 

・山に入る際に大きな声で叫ぶ 

・常に音が出る鈴やラジオ等の音が出るものを携行する 

・木の皮がはがされ、爪や歯の跡があったら周辺にクマ

がいる可能性あります 

・遠方にクマを見かけたら、クマの動きを見ながらゆっ

くり後ずさりして逃げる 

・残飯をたい肥化する場合はコンポスト等を使用し

ましょう 

・柿や栗を栽培する場合は電気牧柵等で防除しまし

ょう 

・干し柿づくりは２階等、高い場所で行いましょう 

 

・縄張り争いはクマ同士でするもので、人を狙っ

て攻撃することはありません 

・近距離で人と出会うと、逃げる自分を追ってこ

させないよう攻撃してきます 

・頭部に打撃を受けやすいため、カバンやヘルメ

ット等で頭部を守りましょう 

・クマ撃退スプレー等の自衛グッズを携行しまし

ょう 

（注）風下から噴射すると自身にダメージを受け

るため注意が必要 

～臆病なクマを驚かせて山奥へ行ってもらいましょう～ 

 
～『クマの庭へ勝手に入る』という意識で～ 

～ 

 

～逃げるが勝ち～ 

 

～知らないうちに引き寄せていますよ

～ 

～ 

 

坂下総合事務所が植え

た花壇 

美濃坂下ライオンズクラ

ブ様が植えた花壇 

〇勇気を持って引き返す 



 

 

 

 臨時休校中の令和２年５

月27日（水）、情報モラル教

育研究所の上水流信秀（か

みずるのぶひで）氏を講師

としてお招きし、全校生徒

を対象に、情報モラル講話

を実施しました。坂下高校

のスタジオと全校生徒の自宅を結んだオンラインによる講話で

した。臨時休校中、このように坂下高校ではオンラインシステ

ムを用いて、講話（スクールカウンセラーによる交流、薬物乱用

防止教室等）、各教科の授業、生徒と担任との一対一の教育相談、

ロングホームルーム、朝のショートホームルーム、朝学習など

を学校と生徒の自宅間で行いました。 

 
 
再開２日目

には、昨年度末

から延期され

ていた今年度

の前期生徒会

役員選挙が行

われ、６名の生

徒会執行部と

６名の専門委

員会委員長が

決定しました。  

そして、その翌々日には校長室において、12名の新

生徒会役員に認証状が手渡されました。 

 

 

６月10日(水)に命を守る訓練を

行いました。いつ起こるか分からな

い災害に備えて、地震を想定した訓

練です。１年生にとっては初めての

訓練で、机の下にもぐったり、静か

に素早く並んだり、運動場まで避難

したりといった行動を緊張しなが

らも、一生懸命行いました。マスク

をし、距離を開けての訓練で指導す

る教員も緊張の連続でした。 

 
 
臨時休園が明

け、保育園ににぎ

やかな子ども達の

声が戻ってきまし

た。保護者の方と

離れがたく泣く子

もいますが、お友

達と楽しく過ごし

ています。新型コロナウイルス感染症防止のため、

給食は向かい合わず、横並びにしたり間隔を取った

りと各学級で工夫しながら食べています。 

 
  

 

日 曜日 行事名 時 間 場 所 

8 水 いきいき元気教室 13:30～15:00 坂下公民館３階大会議室 

15 水 行政･人権相談 13:30～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

18 土 がん検診 8:30～10:30 あおぞら 

22 水 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

30 木 やさか地区農業委員会・農地相談 09:30～ 坂下総合事務所 

 
 

慶弔のお知らせ  
 

 

人口と世帯数 

（令和２年６月１日現在） 

人 口 
４，３７６人 (前月比９人減 ) 

男 ２，１１９人 、女 ２，２５７人 

世帯数 １，６７６世帯(前月比３世帯減) 

 
 

ごみの収集日 

燃 え る ご み 毎週 月・木曜日 

燃えないごみ ７月  1 日㈬ 

資源・硬質ごみ ７月  8 日㈬ 

大 型 ご み ７月 1 7 日㈮ 

有 害 ご み ７月 2 2 日㈬ 
 

 

  

《７月の主な行事》  
５ 月 1 1 日 ～ ６ 月 1 0 日 の 
坂 下 総 合 事 務 所 へ の 届 出 分 

 

〇ご誕生      （敬称略）   
  (性別) (保護者名)  

宮内
みやうち

 翔
しょう

太
た

 (男) (裕
ゆう

平
へい

) 乙坂 

 
 
●ご逝去 

原
はら

 喜代子
き よ こ

 (86歳) 大 門 
 


